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甲
州
東
郡
七
福
神
縁
起

七

福

神
は

福

徳

を

も
た

ら

す

七

人
の

福

神
信

仰
に

由

来
す

る
も

の
で

恵
比

寿

、

大

黒

天

、
毘

沙

門

天

、

弁
財

天

、

福

禄

寿
、
寿
老
人
、
布
袋

尊
を
い
い

ま
す

。「
仁

王

経
」

に

「
七

福
即

生

、

七

難

即

滅

」

と
あ

る

こ

と

か
ら

で

た

も
の

と

い

い

ま

す

。
こ

れ

ら
の

七

福

神

を

参

詣
し

て

ま

わ
り

ま

す

と

開

運
招

福

、

諸
願

成

就

が

も
た

ら

さ

れ

ま

す

。
江

戸

時
代

に

は

お

正
月

行

事

と

し

て
お

こ

な

わ
れ

ま

し

た

が

、
現

在

で

は

一
年

中

暇

を

み
て

参

拝

す

る
善

男

善

女
が

多
く

な

り

ま
し

た

。

甲
州

の

鎌

倉

と
い

わ

れ

て

い

る
東

郡

は

文
化

財

と

武
田

氏

の

史

跡

、

そ
し

て

温

泉

が

多

い

と

こ

ろ
で

す

。

ま

た

桃

、

葡

萄

、

柿
等

全

国

に

有
名

な

果
実

地

帯

に

か

こ

ま

れ

た

七

福

神

を

た

ず

ね

て

是

非

、

一
回

巡

拝
し

て
い

た

だ

き
た

い

と

思
い

ま
す

。
甲
州
東
郡

七

福
神

の

会

-
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甲
州
の
鎌
倉
、
文
化
財
と
史
跡
。
そ
し
て
桃
、
す
も
も
、

葡
萄
、
こ
ろ
柿
の
産
地

、
東
郡
に
祀
ら
れ
て
い
る
七
福
神

と
史
跡
め
ぐ
り
を
か
ね
て
一
日
コ
ー
ス
で
巡
拝
で
き
ま
す
。

七

福

神

札

所

に

は

、
宿

泊
（

宿

坊
・
民

宿

）
、
昼

食

（
精

進

料

理

）
、
休

け

い

の

で

き

る

寺

も

あ

り

ま

す
。

前
も
っ
て
電
話
で

ご
予
約
下
さ
い
。

厄

除
弁
財
天〔

寺
　

歴

〕

第

一

番

霊

場

柏

尾

山

大

善

寺

甲

州

市

勝

沼

町

勝

沼

三

五

六

五

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
○

五

五
一
二
）
四

四

１
０

０
一
一
七

Ｆ

Ａ

χ

（
○

五

五
一
二
）
四

四
一
一
ニ

ー
五
一
二

招
徳
福
禄
寿
第
四
番
霊
場

藤

木

山

龍

光

院

甲

州

市

塩

山

藤

木

一
七

四

〇

Ｔ

Ｅ

Ｌ
（
○

五
五
三

）
三

三
一
三

〇
〇
八

〔
寺

歴

〕
真
言
宗
智
山
派
に
属
す
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
永
治
年
間
（
一
一
四
一
上

一
四
Ξ

の

創
建
と
伝

え

る
。
本
尊
不
動
明

王
（
芽

の
出
る
不
動

さ
ま
）

〔
福
禄
寿

〕
当

山
の

福
禄

寿

は
手

で
さ

わ
っ

て

お
参

り
す

る
と

「
願

い
ご

と

」

が

叶
う

と

い
う
開
運
招

徳
の

「
ふ

く
ろ

く
じ
ゅ
さ

ま
」
で

あ

る
。

〔
文

化
財

〕
境
内

に
は

弥
勒
菩

薩
、
弘

法
大

師
像
な

ど
石
仏

が
多
数

み
ら

れ
る

。

中
村

美
穂

、
日
原
無

限
の

句
碑

が
あ

る
。

〔

花
　
〕
桃
、
す
も
も
、
く
ち
な
し
、

春
七
草

す
ず
な
　
秋
七
草

さ
ざ
ん
か
、
な
ん
て
ん
、

ふ
じ
ば
か
ま

〔

祭

〕
二
月
第
三
ま
た
は
第
四
日
曜
日
　
湯
立
神
楽

三
月
二
十
八
日
に
近
い
日
曜
日
、
龍
光
不
勣
尊
ま
つ
り

七
月
第
三
ま
た
は
第
四
日
曜
日
お
天
王
さ
ん
（
県
下
最
大
の
御
輿
）

〔
接
　
待
一
　
一
月
一
土

二
日
・
七
日
・
十
四
日
　
け
ん
ち
ん
汁
を
接
待
で
き
ま
す
。

〔
ａ

ｇ
Ｈ

〕
八
坂
神
社
、
松
尾
神
社
、
恵
林
寺

一名ｉ

開
運
大
黒
天

産
〕
松
里
の
こ
ろ
柿
、
桃
、
葡
萄

通
】
県
道
下
荻
原
・
三
日
市
場
線

第
五
番
霊
場
　

高

橋

山

放

光

甲
州
市
塩
山
藤
木
二
四
三
八

寺

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（

○

五

五

一
二
）
一
ニ

ー
Σ

二
一
二
四

〇

Ｆ

Ａ

χ

（
○

五

五

一
二
）
一
二
一
一
一
一
二
五

八

一

養
老
二
年
（
七
一
八
）
行
基
開
創
、
代
々
の
皇
室
、
歴
代
の
幕
府
の
祈
　

【
寺

歴
】
真
言
宗
智
山
派
に
属
す
。
元
暦
元
年

ニ

ー
四
八
）
安
田
遠
江
守
義
定
　

１

願
所
、
武
田
信
玄
公
祈
願
所
、
真
言
宗
智
山
派
に
属
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
る
。
の
ち
に
武
田
信
玄
公
祈
願
寺
に
加
え
ら
れ
る
。
　

’。

甲
斐
国
真
言
七
檀
林
寺
。
本
尊
は
薬
師
如
来
。
不
動
明
王
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
斐
国
真
言
七
檀
林
寺
。
本
尊
は
大
日
如
来
。

〔
弁
財
天
〕
財
福
、
芸
術
の
仏
さ
ま
。

〔
文
化
財
〕
国
　
　

宝
　
薬
師
堂
及
厨
子
（
鎌
倉
時
代
）

重
要
文
化
財

薬
師
如
来
像
　
日
光
菩
薩
　
月
光
菩
薩
（
平
安
時
代
）

県
指
定
文
化
財
　
日
光
菩
薩
　

月
光
菩
薩
　
十
二
神
将
像
（
鎌
倉
時
代
）

役
行
者
像

鰐
口
（
鎌
倉
時
代
）

〔

花

〕
春
七
草

ご
ぎ
ょ
う
　
秋
七
草

お
み
な
え
し
　
水
仙
、
桜
、
藤
、

紫
陽
花
、
曼
珠
沙
華
、
百
日
紅
　
や
ぶ
椿

〔

祭
　
〕
五
月
八
日

奇
祭
藤
切
祭

十
月
第
一
日
曜
日

鳥
居
焼
収
穫
祭

ワ
イ
ン
祭

〔
接
　
待
〕
一
月
中

甘
茶

甲
州

ぶ
ど
う
　
二
月
以
降
連
絡
必
要

〔
畠

｀
雷

〕
近
藤
勇
像
及
び
古
戦
場
、
祇
園
の
瀧
、
国
史
跡
勝
沼
氏
館
跡

甲
州
高
尾
山
登
山
及
び
大
瀧
不
動
遊
歩
道
、
ぶ
ど
う
の
丘

〔
名
　
産
一

日
本
一
の
葡
萄
の
産
地
　
ワ
イ
ン
エ
場

｛
交
　
通
｝
国
道
二
〇
号
線
柏
尾

中
央
自
動
車
道
勝
沼
イ
ン
タ
ー

一
馬

・
一`
息

宿
坊

精
進
料
理
　
予
約
が
必
要

〔
拝
観
料
〕
有
料
一
名
四
〇
〇
円
　
団
体
二
十
名
以
上
三
〇
〇
円

〔
土
　
産
〕
ワ
イ
ン
　
瓦
せ
ん
べ
い

〔
大
黒
天
〕
大
黒
天
は
当
山
の
鎮
守
、
三
面
大
黒
と
称
し
、
別
に
弁
財
天
、
毘
沙
門
天

を
祀
る
。
開
運
招
福
の
大
黒
さ
ま
。

〔
文
化
財
〕
重
要
文
化
財

大
日
如
来
、
愛
染
明
王
、
不
動
明
王

手

安
時
代
）

南
北
朝
時
代
の
大
般
若
経
六
〇
〇
巻
、
義
定
奉
納
梵
鐘
（
南
北
朝
改
鋳
）

〔

花

〕
花
の
寺
（
梅
、
椿
、
花
桃
、
山
吹
、
牡
丹
、
花
菖
蒲
、
紫
陽
花
、
木
柵
。

萩
）
春
七
草

す
ず
し
ろ
　
秋
七
草

萩

〔

祭

〕
四
月
二
十
九
日

開
運
大
黒
天
祭
り
、
柴
燈
護
摩
、
火
渡
り
厳
修
。

【
接

待
】
放
光
寺
銘
菓
「
ほ
う
こ
う
じ
ま
い
り
」
と
お
茶

〔

高

喬

｀
〕

一
名

産

〕

〔

名

物

〕

恵
林
寺
、
向
嶽
寺
、
浄
居
寺
、
菅
田
神
社

巨
峰
、
桃
、
こ
ろ
柿
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ワ
イ
ン

難

（
一
名

四
、二
〇
〇
円
）
　
電
話
予
約
五
〇
名
ま
で

日
）
三
〇
〇
円
、
団
体
二
〇
〇
円
、
抹
茶
三
〇
〇
円

〔
交
　

通
〕
国

道

一
四
〇
号

線

、
放
光
寺

入
口

。

-



み
ろ
く
布
袋
尊

第
二
番
霊
場
　

金

剛

山

福

蔵

院

甲

州

市

塩

山

下

小

田

原

一
〇

〇

五
　

Ｔ

Ｅ

Ｌ
（
○

五
五
三

）
三
ニ
ー
○

五
四
七

〔
寺
　
歴
〕
真
言
宗
智
山
派
に
属
し
、
甲
斐
源
氏
、
武
田
氏
の
金
山
経
営
者
の
信
仰

し
た
寺
。
本
尊
十
一
面
観
音
と
不
動
明
王
。

〔
布
袋
尊
〕
当
山
の
布
袋
尊
は
岡
山
よ
り
江
戸
に
移
り
縁
あ
っ
て
当
山
に
勧
請
さ
れ
。

福
運
・
長
寿
の
仏
さ
ま
。

〔
文
化
財
〕
不
動
明
王
（
甲
州
市
指
定
文
化
財

鎌
倉
時
代
）

木
食
百
体
仏
（
甲
州
市
指
定
文
化
財

木
食
白
道
作
　
江
戸
時
代
）

【

花

】
春
七
草

は
こ
べ
ら
、
秋
七
草

く
ず
、
桃
、
ス
モ
モ

【

祭

】
お
不
動
さ
ん
祭
り
（
四
月
三
日
）

〔
接

待
一
　
一
月
中
　
お
茶
、
た
く
わ
ん
　
二
月
以
降
連
絡
必
要

〔
高

温

｀
〕
金
井
加
里
神
社
、
霊
峰
寺
、
慈
雲
寺
、
交
流
保
養
セ
ン
タ
ー

〔
名

言

桃
、
ス
モ
モ

（
交
　
通
）
国
道
四
一
一
号
線
小
田
原
橋
を
渡
っ
て
左
奥

″
″
寿
老
人－寺

第

＝
蕃

霊

場
　

八

幡

山

聡

坊

神

宮

寺
　

山

梨

市

北

九

〇

九

Ｔ

Ｅ

Ｌ

（
○

五

五
一
二
）
一
一
一
一
一
○

九

七
一
二

Ｆ

Ａ

χ

（

○

五

五
一
二
）
一
一
一
一
一
○

九

七
一
二

歴
〕
真
言
宗
智
山
派
に
属
し

、
甲
斐
源
氏
、
武
田
氏
代

々
の
氏
神
で
あ
る

大
井
俣
窪
八
幡
神
社
の
塔
頭
の
一
寺
。
本
尊
阿
弥
陀
如
来
は
窪
八
幡
宮

の
本
地
仏
で
あ
っ
た
。

一
寿
老
人
〕
多
く
の
人
々
の
寿
命
長
久
、
ぼ
け
封
じ
の
神
さ
ま
と
し
て
お
詣
り
さ
れ

る
寿
老
人
尊
は
、
御
本
尊
さ
ま
の
御
前
立
と
し
て
鎮
座
さ
れ
て

い
る
。

一
し
　
　
一
文
化
財
〕
本
尊
阿
弥
陀
如
来
並
び
に
脇
侍
（
山
梨
県
指
定
文
化
財
）

″
｀
・
　
　
　
　
　

鎌
倉
時
代
の
作
で
応
永
十
九
年
（
一
四

こ

Ｉ
）
俊
恵
法
師
が
、
八
幡
宮

ｊ
Ｌ
　
　
　
　
　

の
本
地
仏
と
し
て
本
地
堂
を
再
興
し
て
安
置
す
る
。

一
　

花

〕

春
七
草

ほ
と
け

の
ざ

、
秋
七

草

な
で

し
こ

〔

祭

〕

初
護
摩

（

一
月
十
六

日
）

〔
接
　

待
一
　
一
月
中
　

長
寿

茶

、
漬
物
　

二
月
以

降

連
絡
必
要

一
畠

｀
雷

〕
源
氏
の
氏
神
大
井
俣
窪
八
幡
神
社
、
七
日
子
神
社
、
清
水
陣
屋
跡
、

万
力
公
園
、
万
葉
の
森
、
フ
ル
ー
ツ
公
園

一名昶

産
】
桃
、
葡
萄
、
ワ
イ
ン

通
】
国
道
一
四
〇
号
線
の
八
幡
橋
交
差
点
を
窪
八
幡
神
社
方
向
に
曲
が
る
。

開
運
恵
比
寿
尊
天
二
（
番
霊
場
　
　雁

坂

山

圓

照

寺

山

梨

市

牧

丘

町

室

伏

一

八

九

六

Ｔ

Ｅ

Ｌ
（
○

五
五
三

）
三
五
一
三

二
五
八

〔
寺
　
歴
〕
真
言
宗
智
山
派
に
属
し
、
本
尊
千
手
観
音
菩
薩
、

開
山
は
戦
国
時
代
唐
僧
巨
航
和
尚
。

〔
恵
比
寿
天
〕
恵
比
寿
堂
の
本
尊
、
開
運
招
福
の
神
さ
ま

〔
文
化
財
〕
室
伏
五
輪
塔
二
基
（
県
指
定
文
化
財
）
暦
応
二
年

こ

＝
西

○
）
在
銘

〔

花

〕
ア
ジ
サ
イ
、
ム
ク
ゲ
、
彼
岸
花
、
春
七
草

せ
り
　
秋
七
草

す
す
き

〔
　
祭
　
ご

二
月
十
七
日
　
大
般
若
会

〔
接

待
〕
一
月
中
甘
酒
　
二
月
以
降
連
絡
必
要

〔
畠

｀
彊

〕
牧
丘
郷
土
文
化
館
（
明
治
時
代
の
学
校
建
築
）

オ
ー
チ
ャ
ー
ド

ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

ー
フ
フ
、
市
営
温
泉
花
か
げ
の
湯
、

市
営
温
泉
鼓
川
温
泉
、
当
山
か
ら
の
富
士
山
は
絶
景

一名－交

招
福
毘
沙
門
天

産
〕
日
本
一
の
巨
峰
の
産
地
、
リ
ン
ゴ
、
ワ
サ
ビ

通
〕
国
道
一
四
〇
号
線
（
雁
坂
み
ち
）
室
伏
ト
ン
ネ
ル
北
側

第
七
番
霊
場
　

徳

和

山

吉

祥

寺

山
梨
市
三
富
徳
和
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
五
五
三
）
三
九
一
二
七
五
七

写
　

暦

真
言
宗
智
山
派
に
属
し
、
鎌
倉
時
代
承
元
年
中
（
一
二
〇
七
上

ニ

ー
Ｏ
）

武
田
信
光
公
開
創
で
本
尊
は
北
方
鎮
護
の
た
め
の
毘
沙
門
天
。

永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
信
玄
公
に
よ
っ
て
再
興
す
る
。

〔
毘
沙
門
天
〕

四
天
王

の
一
尊

で
多
聞

天
と
も
呼

ば
れ
身

に
甲

冑
を
付

け
宝
塔

宝
棒

を

持

ち
、
施

福
、
施

財
の
仏

さ
ま
で

す

。

一
文
化
財

〕
県
指
定

天
然
記

念
物
「
新
羅
桜

」
。
本

堂
、
庫
裡

は
武
田
信

玄
公
が
再

興
。

一

花

〕
新
羅
桜
は
四
月
中
旬
が
見
ご
ろ
。
春
七
草
な
ず
な
、
秋
七
草
き
き
ょ
う

〔

祭

〕
一
月
二
十
四
日
に
近
い
日
曜
日
　
徳
和
天
神
祭
り

四
月
十
八
日
　
毘
沙
門
天
祭
り

八
月
十
四
日
　
笛
吹
川
源
流
祭
り
　
秋

も
み
じ
祭
り

【
接
　
待
】
煮
物
（
福
豆
等
）
　
お
茶
　
二
月
以
降
連
絡
必
要

宿
雪

雷

〕
西
沢
渓
谷
、
徳
和
渓
谷
、
乾
徳
山
。
道
の
駅
、
笛
吹
の
湯
、
渓
流
釣
り
場

一
名

惣

猪
ブ
タ
鍋
、
そ
ば
、
花
豆

〔
交
　
通
〕
国
道
一
四
〇
号
線
、
乾
徳
山
入
口
を
入
る
。
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